
　　　　

7 年 4 月 15 日

9 時 0 分から 17 時 30 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 小さな仕事で、小さな安心と幸せを運びます。

事業所名 にじ 作成日支援プログラム

○自分の気持ちや行動に気付いたり、適切な行動への対応の支援を行う。
○空間や時間等の概念の形成を図る。

○自分の思いや相手への伝え方等、場面や状況に応じたやりとりなどコミュニケーション基礎能力の向上を図る。
○やりとりや会話の中でことばの受容と表出を図る。

○役割やルールに応じて友達との協同、集団遊びへの取り組み、やりとりを通して人間関係の形成。
○仲間作りと集団への参加等、社会に適応するために必要なソーシャルスキルの獲得。
○自分の感情や気持ちのコントロール等、情緒の安定を図る。

支援方針 障がい児（者）や高齢者が家庭や地域の中で、なお一層に生き生きと生活できるように、法令を遵守し、利用者やその家族のニーズに軸足を置いて各事業を誠実に実施していきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
○誕生会（毎月）　○笑いヨガ（毎月）　○避難訓練（毎月）　○交流会（年１回）　○職員研修会（年4回）　○季節行事（節分会、ひなまつり会、七夕会、お月見会、ハロウィンパー
ティー、クリスマス会、お茶会、餅つき会）

（別添資料１）

家族支援
○家庭からの相談しやすい環境をつくる。
○定期的な個別面談を行う。

移行支援
○利用者の発達やこれまでの支援経過、支援方法に関する情報共有を行
う。

地域支援・地域連携
○学校や相談事業所等の関係機関と連携し、地域の発達支援に関する課題の改
善、解決に努める。

職員の質の向上
○事業所内研修の実施、外部研修の受講をして職員の専門的な知識やスキ
ル、支援の質の向上を図る。

支　援　内　容

○定期的な健康状態の把握。
○基本的生活習慣、生活リズムの安定。
○構造化等により生活環境を整える。

○利用者の運動機能や感覚の感じ方に合わせて課題の設定。
○遊びや生活の中で姿勢と運動、動作の基本的技能の向上を目指す。
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